
!召 師
明 史書館 亀信
訟
ノ●

1987.1.25(季刊 年 4回発行 )Vol.2 No4通 巻第 8号

積

社

へ

明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
二
月

（
十

一
月

と
も

い
う
）、
江
原
素
六
は
、
製
茶
を
ア
メ
リ

カ

ヘ
直
輸
出
す
る
た
め
に
積
信
社
と
い
う
会

社
を
結
成
し
た

（
十

一
月
二
十

一
日
付
で
県

令
宛
に
提
出
さ
れ
た
結
社
の
申
合
規
則
と
茶

葉
直
輸
願
で
は
、
結
社
名
が

「叢
流
社
」
と

な

っ
て
い
る
）。
幕
末
の
開
港
以
来
、
茶
の
海

外
輸
出
は
外
国
商
人
に
独
占
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
中
間
搾
取
を
排
し
日
本
人
自
ら
が
貿
易

の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
い
う
先
駆
的
な
意
図

を
も
つ
会
社
で
あ

っ
た
。

社
長
江
原
以
下
、
副
社
長
江
藤
俊
平

（東

沢
田
Ｙ

同
長
倉
源
佐
久

（西
間
門
Ｙ

同
依

田
治
作

（
沼
津
Ｙ

幹
事
贄
川
五
平

（長
沢
Ｙ

同
坂
二
郎

（沼
津
）
ら
が
幹
部
で
あ
り
、
そ

の
他
市
河
彦
七

（沼
津
Ｙ
仁
王
藤
八
（沼
津
Ｙ

相
沢
文
太
郎

（伏
見
Ｙ
川
口
与
五
郎
（鳥
谷
Ｙ

小
沢
理
二
郎

（駒
門
新
田
Ｙ

原
大
平

（
大

平
γ

梅
田
良
二
郎

（
下
徳
倉
Ｔ

湯
山
半
七

郎

（御
宿
Ｙ

増
山
源
吉

（松
長
γ

長
倉
誠

一
郎

（
西
間
門
Ｙ

江
藤
舒
二
郎

（東
沢
田
）

ら
が
主
な
社
員
で
あ

っ
た
。
当
初

の
社
員
は

全
二
十
七
名
で
あ
り
、
資
本
金
は
三
千
円
だ

っ
た
。
江
原
以
外
は
、
沼
津
と
そ
の
周
辺
の

一豪
商

・
一蒙
農
た
ち
で
あ

っ
た
。

明
治
十
年

（
一
八
七
七
）

一
月
十
六
日
付

で
設
立
願
書
を
静
岡
県
令
大
迫
貞
清
に
提
出

し
、
同
年
二
月
に
創
業
し
た
。
四
月
に
は
、

『静
岡
新
聞
』
紙
上
に

「静
岡
県
管
下
第

一
大

区
七
小
区
駿
東
郡
沼
津
城
内
町
　
積
信
社
仮

製
茶
所
」
の
名
で
開
業
広
告
を
出
し
た
。
そ

し
て
五
月
二
十
七
日
に
は
開
業
式
を
挙
行
し
、

そ
の
年
受
洗
し
た
ば
か
り
の
江
原
は
、
聖
書

の

一
節
を
引
用
し
な
が
ら
、
殖
産
興
業
と
貿

易
伸
張
を
高
ら
か
に
謳

っ
た
祝
辞
を
述
べ
た
。

そ
も
そ
も
、
沼
津
周
辺
で
は
、
幕
末
こ
ろ

か
ら
商
品
と
し
て
の
茶
の
栽
培
が
開
始
さ
れ
、

積
信
社
設
立
当
時
に
は
か
な
り
広
ま

っ
て
い

た
ら
し

い
。
中
で
も
沼
津
の
豪
商

・
千
株
堂

主
人
坂
二
郎
は
、
既
に
幕
末
期
に
茶
園
の
開

拓
を
始
め
、
近
江
や
山
城
か
ら
職
工
を
招
き
、

製
茶
法
を
学
び
、
茶
業
の
振
興

・
普
及
に
つ

と
め
て
い
た
熱
心
家
で
あ
り
、
積
信
社
の
結

成
も
彼
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た

と
思
わ
れ
る

（彼
は
、
社
の
開
業
に
先
立
ち
、

江
藤
俊
平
と
と
も
に
自
ら
内
務
省
勧
農
局
で

再
製
法
や
荷
造
り
の
伝
習
を
受
け
た
と
い
う

）。

同
じ
く
沼
津
の
豪
商
で
あ
る
油
屋
市
河
彦
七

も
、
明
治
六

・
七
年
こ
ろ
に
は
中
沢
田
村
に

十
余
町
歩
の
茶
園
を
作
り
、
盛
ん
に
製
茶
業

を
経
営
し
て
い
た
。

一
方
、
明
治
維
新
後
移
住
し
た
旧
幕
臣
土

着
士
族
た
ち
も
、
藩
や
県
の
奨
励
も
あ
り
、

愛
鷹
山
麓
で
茶
の
栽
培
を
始
め
て
い
た
。
中

で
も
東
沢
田
村
笹
見
窪
に
土
着
し
た
士
族
た

ち
は
、
江
原
素
六
を
リ
ー
ダ
ー
に
仰
ぎ
、
牧
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畜
や
製
茶
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
積
信
社
は
、
豪
商

・

一豪
農
た
ち
の
経
済
活
動
と
士
族
授
産
事

業
と
が
、
江
原
を
介
し
て
結
び
つ
い
た

と
こ
ろ
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

積
信
社
は
、
各
地
の
製
茶
家
か
ら
茶

を
集
め
、
そ
れ
を
再
製

。
梱
包
し
て
輸

出
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で

の
販
売
は
三
井
物
産

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支

店
に
委
託
し
た
。
三
井
物
産
会
社
社
長

益
田
孝
は
、
幕
府
陸
軍
士
官
の
と
き
か

ら
の
江
原
の
知
友
で
あ
り
、
さ
ら
に

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
富
田
鉄
之
助
も
旧

知
の
間
柄
で
あ

っ
た
た
め
、
種
々
便
宜

を
は
か
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。

当
初
は
、
さ
ほ
ど
の
利
益
も
上
が
ら

な
い
か
わ
り
に
、
損
失
も
少
な
か
っ
た
。

明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
に
は
、
ア

メ
リ
カ
の
需
要
が
増
大
し
た
た
め
、
製

造
が
間
に
合
わ
な

い
ほ
ど
の
好
況
と
な

っ
た
。
そ
の
年
九
月
に
は
、
は
じ
め
て

の
製
茶
共
進
会
が
横
浜
で
開
か
れ
た
が
、

積
信
社
は
二
等
を
受
賞
し
た
。
ま
た
江

原
も
、
同
年
八
月
に
三
島
を
訪
れ
た
ア

メ
リ
カ
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
を
積
信
社
に

案
内
し
た
り
、
演
説
結
社
参
同
社
で
製

茶
輸
出
に
関
す
る
演
説
を
行

っ
た
り

（

二
月
）
と
い
っ
た
具
合
に
、
盛
ん
に
活

動
し
て
い
る
。

明
治
十
四
年

（
一
八
八

一
）
二
～
三

月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
山
梨

・
静
岡
・

二
重

・
愛
知
の
四
県
連
合
共
進
会
で
は

二
等
賞
、
同
年
二
月
の
第
二
国
内
国
勧

業
博
覧
会
で
は
二
等
有
功
賞
、
十
五
年

（
一
八
八
二
）
十

一
月
の
四
県
連
合
共

進
会
で
は
二
等
賞
を
も
ら
う
な
ど
、
そ

の
後
も
積
信
社
は
共
進
会
や
博
覧
会
に

積
極
的
に
出
品
し
て
い
る
。
ま
た
、
十

四
年
六
月
に
は
、
社
員
樋
口
正
信

（東

沢
田
土
着
の
旧
幕
臣
）
が
石
川
県
に
出

張
し
、
小
松
や
大
聖
寺
で
再
製
茶
製
造

所
の
建
設
を
指
導
し
た
り
、
同
年
九
月

に
は
富
士
郡
大
宮
町
で
も
再
製
茶
会
社

を
設
立
し
よ
う
と
池
谷
佐
平

・
高
瀬
牧

太
郎

・
寺
田
長
太
郎
ら
が
積
信
社
を
視

察
に
訪
れ
た
り
し
て
い
る
。

明
治
十
四
年
二
月
に
は
、
坂
二
郎

・

依
田
治
作

。
江
藤
舒
二
郎

。
長
倉
誠

一

郎
が
、
駿
東
郡
長
江
原
素
六
に
対
し
て

「茶
会
談
之
議
」
を
捧
呈
し
、
駿
東
郡

中
の
茶
業
家
を
沼
津
に
集
め
、
情
報
や

意
見
の
交
換
を
す
る
場
を
設
け
て
は
ど

う
か
と
提
案
し
た
。
江
原
は
、
郡
長
と

し
て
行
政
の
面
か
ら
も
製
茶
業
を
指
導

す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
同
年
七
月

に
は
、
東
京
か
ら
丼
上
馨
の
息
子
勝
之

助
が
来
沼
し
、
積
信
社
を
祝
察
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
江
原
が
中
央
政
財
界

ヘ

の
大

い
パ
イ
プ
を
作
ろ
う
と
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、　
一
時
の
好
況
に
気
を
良

く
し
、
粗
製
濫
造
の
製
品
ま
で
を
大
量

に
輸
出
し
た
結
果
、
そ
れ
が
売
れ
ず
に

返
品
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
が
続
き
、

明
治
十
二
年
以
降
は
赤
字
が
累
積
し
て

い
っ
た
。
十
四
年
八
月
に
は
よ
り

一
層

の
事
業
拡
大
の
た
め
の
新
た
な
株
主
を

募
集
し
、
新
聞
紙
上
に

「製
茶
会
社
設

立
広
告
」
を
出
し
た
が
、
退
勢
は
挽
回

で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
遂
に
十
六
年

（
一
八
八
三
）、
五
万
円
と
い
う
膨
大
な

負
債
を
か
か
え
積
信
社
は
解
散
し
た
。

し
か
し
、
坂
二
郎
ら
の
尽
力
に
よ
り

そ
の
後
も
沼
津
の
製
茶
業
は
発
展
を
続

け
て
い
っ
た
。
積
信
社
の
失
敗
は
そ
の

後
の
発
展
の
礎
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

〈
参
考
〉

『
明
治
初
期
静
岡

県
史
料
』
第
二
巻
Ｌ
静
岡
県

茶
業
史
』
・
『
日
本
茶
輸
出
百

年
史
』
・
『岳
陽
名
士
伝
』
。

『静
岡
県
徳
行
録
』
・
『
江
原

素
六
先
生
伝
』
。
『沼
津
史
談
』

３４

・
『静
岡
新
聞
』
・
『函
右

日
報
』
・
『沼
津
新
聞
』

＞
江
原
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
積
信

社
製
茶
の
レ
ツ
テ
ル

（下
書
き
）

積信社の仮証券
(川 口泰雄氏所蔵 )

三井物産からの仕切書
(江藤昭二氏所蔵 )

静岡県茶業組合からの追彰状
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ツ民 者 伊 _｀ た を 軍 賀 七 た い 教 六 す 兵 に 声
道 に 熊 以 石 い 担 惣 茂 Oら う 授 九 る 制 は は
さ 挙 醇 11井 と Jl督 鷲|~し 依 方

~藩
や 兵 全

れ け 一 ,嗜 :Illし に か 五 い 頼 永 八 も 教 学 国
た ら 郎 学 凝 し て な 自 月

し
が 持 月 あ 育 校 に

の れ の 校 ・ 込 く る ら に  あ 明 に つ 政 の 響
か た 五 資 原 ん れ べ 勝 は  つ 徳 は た 革 人 き 枢市誦誦言肩顧

と  は
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｀

う  llil
i11‐
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⌒
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ノヽ
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V
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遣 児 三 と 1夏 藩 れ て に 転 の ir{鳴 ィ麦 言者 人 ず,つ 11iま し 赴
さ「 ,与 |‐ 幕 本 |:た い

'隻

1戴 歩 間 社 年 藩 物 れ た と た て き
′し に 虫6 イ∫ 」ヽ に 後 た 送 し '1 ′、11 を 自 が で た 後 戦  

｀ そ  ｀
た llイ  ・ 「

～
 1場  拠 さ た 本 ―率 |ll iiす と

'('新
の 1

「IIか クト 1111監 学 Lそ れ が 行 _い 民 つ す)い 枚 て 政 教 iSF・

部 オし liこ  の 「氷 と (4‐    ` ｀ 111 111 て 1作  て  
｀ う さ |lt lT ,メ 1 に

|1今   `~ 1充  の llt i審 て 占, 1'「  .ヒ  次 I11 )■  |イ1 優  
｀ オL オし |■  に 兵

メっ iイイは 隊 脱 兵 の |り l司 11iし 郎 躍 lllJ Jり 秀 い
｀ ｀
あ な ‖」|

と i lt｀ 」Jl′七 を 依 |デ li袢 に て
~ケ の し な わ 静 捕 く ,Ij
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同 か 1戴 総 し た り 放 |キ|ガ Lチ i:1向

111し  し よト リ1身 抗
―
を

藩 メラ 後 介 た   
｀
免 さ
'11内
ド十 な て  て ち き と し  l11

シ
リ
ー
ズ

”捏
丘（学
校
と
そ
の
人
材
◇

貸

人

行日

ヽ

ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
石
井
は
徳
島
に

赴
任
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

附
属
小
学
校
素
読
教
授
方
山
田
楽
も
同

年
十

一
月
に
徳
島
に
赴
任
し
、
同
藩
の

学
制
改
革
を
推
進
し
た
。
そ
の
時
制
定

さ
れ
た

「徳
島
藩
小
学
校
規
則
」
は
、

「徳
川
家
兵
学
校
附
属
小
学
校
掟
書
」

を
こ

と
に
し
た
ら
し

い
。

同
三
年
二
月
に
は
、
鳥
取
藩
か
ら
の

人
材
派
遣
依
頼
に
よ
り
、
中
山
謙
吉

・

瀬
名
鉄
太
郎

上
場
間
席
次
郎
の
三
名
が

選
抜
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
年
間
十
月
に
は
、
薩
摩

藩
か
ら
の
招
き
に
よ
り
、
沼
津
兵
学
校

設
立
の
立
役
者
阿
部
潜

（少
参
事

・
軍

事
掛
）が
自
ら
鹿
児
島
に
赴
き
、蓮
池
新

卜
郎
（附
属
小
頭
収
了
蓮
池
源
吾
・堀
田

徳
次
郎
■
（学
校
資
業
生
Ｔ

吹
田
鯛
六

（
同
上
）
。
名
村
ｌｉ
八
郎

一静
岡
学
問
所

教
授
Ｔ

佐
久
間
貞

一
。
小
林
弥
二
郎
ら

が
そ
れ
に
同
行
し
た
。
彼
ら
の
援
助
に

よ
り
、
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）

一
月

（

同
藩
は
、
本
学
校

・
小
学
校

・
郷
校
を

新
設
し
、
普
通
教
育
制
度

の
基
礎
を
染

い
た
っ
兵
制
の
方
も
、
幕
府
の
ワ
ラ
ン

ス
式
を
取
り
入
れ
た
。

そ
の
他
、
明
治
四
年

一
月
に
は
徳
島

藩
が
、
沼
津
兵
学
校
運
営
の
首
脳
で
あ

る
藤
沢
次
謙

（少
参
事

・
軍
事
掛
）
の

借
用
を
中
し
込
ん
で
き
た
ほ
か
、
同
年

五
月
に
は
柳
河
藩
が
英
学
者
の
派
遣
を

依
頼
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
実
現
し
て
い
な

い
。

と
こ
ろ
で
、
派
遣
を
依
頼
さ
れ
た
の

は
、
沼
津
兵
学
校
の
人
材
ば
か
り
で
な

く
、
他
の
静
岡
藩
の
人
材
に
対
し
て
も

同
様
に
声
が
掛
か
っ
た
。
静
岡
学
問
所

の
教
授
中
村
ｉｌｉ
直
は
、
弘
前
藩
か
ら
招

き
を
受
け
た
が
、
自
分
の
代
り
に
宮
崎

立
元
と
島
田
徳
田
郎
を
推
薦
し
て
い
る

函
館
の
五
稜
郭
を
築

い
た
こ
と
で
有

名
な
兵
学
者

・
武
田
成
章

（斐
二
郎
）沼間守―

石井至凝

武田成章

小菅知淵
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し ほ
て か
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●

を

開

資
料
は
、
か
つ
て
沼
津
市
‐ｌｉｌｌ
”
周
年

を
記
念
し
て
、
市
と
沼
津
史
談
会
の
共

催
で
昭
和
４７
年
に
開
催
さ
れ
た

一
日
で

見
る
沼
津
の
歴
史

・
展
の
際
、
収
集
さ

れ
た
も
の
の

一
部
に
加
え
て
、
今
回
広

報
誌
や
地
方
新
聞
を
通
し
て
――手
び
か
け
、

新
た
に
収
集
さ
れ
た
写
真
資
料
３‐
点
が

追
加
さ
れ
て
い
ま
す
．

主
な
資
料
と
し
て
は
、
「
沼
津
花
柳
界

の
風
景
」

亮
工
襲
を
受
け
た
市
街
地
」

一愛
鷹
婦
人
会
の
軍
事
訓
練
ｔ
な
ど
を

は
じ
め
、
新
し

い
資
料
と
し
て
大
正
時

代

の
沼
津

の
町
並
み
の
組
絵
は
が
き
や

大
正
２
年

の
沼
津
町
大
火
の
現
場
写
真

な
ど
が
民
示
さ
れ
て

い
ま
す
．

展
示
会
は
２
月

２７
日
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
．
是
非

一
度

ご
米
館
下
さ

い
．

◎
定
期
購
読
の
お
す
す
め

「
明
治
史
料
館
通
信
」
は
年

４
回
発

行
し
、
館
玄
関
を
は
じ
め
市
各
施
設
等

で
無
料
配
付

い
た
し
ま
す

が
、
継
続
し

て
お
読
み
に
な
り
た

い
方
に
は
、
郵
送

料

の
み
の
ご
負
担

で
、
発
送

い
た
し
て

お
り
ま
す
．

ご
希
望

の
方
は
、
住
所
、

氏
名
、
郵
使
番
号
を
は

っ
き
り
お
書
き

の
上
、
２
年
間

分
の
郵
送
料
と
し
て
、

六
●
円
切
手

８
枚
を
同
封
し
て
当
館
あ

て
封
書

で
お
申
込
み
下
さ

い

な
お
、
創
刊
号
か
ら
の
バ

ッ
ク
ナ

ン

バ
ー
を
入
千
さ
れ
た

い
方
は
若
十

の
残

部
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ

の
旨
を
書
き

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
一弔
８
号

獅
鰈
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
‐

容
〇
五
五
九
の
二
三
二
五

国
四
日
□

◎
写
真
展

「な
つ
か
し
の
沼
津
」

沼津町大火


